
１．はじめに

２０２２年７月１１日（月）、春学期月４限「多文化社会論」受講生の有志５名と担当教員で、

新宿区大久保地区の多文化状況について学びを深めるため、大久保で街歩きフィールド

ワークを行った。新大久保駅周辺の当該エリアは、コリアンタウンとして知られているが、

近年では多国籍タウンに変貌している。フィールドワークでは、授業で予め下調べをした

大久保を実際に歩き、当該地域の多文化状況についての理解を深めた。

本報告では、大久保でのフィールドワークの概要を示し、成果および課題を示す。

２．フィールドワークの位置づけ・目的

フィールドワークは、２０２２年度月曜４限「多文化社会論」の授業外活動として実施した。

「多文化社会論」は、コミュニケーション文化学科の前期課程「総論」に含まれる科目で

ある。２０２２年度の授業は以下の内容で実施した。

（１）学期の前半で、多文化社会に関連する基本的な概念・理論について概観する。

（２）そのうえで、国内外の日系・コリア系のエスニック・コミュニティに焦点を当てて、

彼らの多言語使用、言語シフト、言語教育、継承語の維持等について考察する。

（３）学期の後半では、日本のエスニック・タウンの一つである新宿区大久保地区につい

てグループで調べてその結果を発表する。

受講生たちが事前に調べた大久保の多文化状況について、実際に現地に赴き、街歩きを

行うことで、実体験を通じて一層の理解を深めることが、フィールドワークの狙いである。

３．フィールドワークの実施内容

フィールドワークは、２０２２年７月１１日（月）１４：００～１７：００頃にかけて、新宿区大久保

１～２丁目、百人町１～２丁目周辺で実施した。

フィールドの特徴として、外国人の人口比率が極めて高い地域であることが挙げられる。

２０１７年現在１、大久保１・２丁目、百人町１・２丁目の住民の実に４割前後が外国人であ
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る（吉田２０１８）。

大久保では、１９９０年代以降、複数回の韓流ブームを経て、職安通りと大久保通り、さら

にその２つの通りを結ぶ細道に韓国系店舗が多く見られるようになった（稲葉２００８）。

近年では、ハラルフード店、中国、ネパール、ベトナムなどの店も増え、多国籍タウン

に変貌を遂げている。JR新大久保駅の東側の大久保１・２丁目は主に韓国系の店舗・施

設が多く、コリアンタウンとしてにぎわう地域である。駅の西側の百人町１・２丁目は、

「イスラム横丁」や道教の宗教施設がある等、多国籍な様相を見せる地域である。

次に、フィールドワークの具体的な実施内容について述べる（資料１参照）。大久保を

街歩きしながら『多文化』を探して写真に撮り、共有することを「今日のミッション」と

した。

設定されたルートの中で、皆中稲荷神社、東京媽祖廟、イスラム横丁等の学生になじみ

の薄い地点は、教員が説明をしながら、時間をかけて多文化状況を観察した。その後、大

久保１・２丁目では、学生と教員が一時別行動し、学生には「多文化」の写真を撮りなが

らチェックポイントをまわってもらった。最後に集合場所に集まり、各自が撮ってきた写

真や感想等を全体で共有した。

＜資料１．配布資料＞

１ ２０２２年現在、新宿区（２０２２）には「個人情報保護法の観点から、町丁別の国籍別人口は集計・公表
しておりません」とあり、町丁別の人口は確認できていない。
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４．おわりに

フィールドワークの成果として、学生になじみの薄かった百人町エリアも歩くことで、

大久保がコリアタウンの顔だけでなく、多国籍タウンの顔を持っていることについて理解

を深められたことが挙げられる。集合後の学生の感想や学生が撮影した写真からも、その

ことが伺えた。

一方で、学生たちが主体的に取り組むための仕組みづくりが十分でなかった。今後は、

チェックポイントに設定された目標物を探して写真を取ることや、チェックポイントに行
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画像３．アジア食材店画像２．東京媽祖廟内

かなければ解けないクイズを課す等、参加者が

楽しみながら主体的に学べる工夫について、さ

らに検討していく必要があると考える。
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